
第 2回名張市農業マスタープラン策定委員会 議事録 

１．会議日時  平成 29年 5月 15日(月) 午後 3時 30分～
２．会議場所  名張市役所 2階庁議室
３．出席委員  委員長：石田正昭 副委員長：山崎祥生

石田みゆき 村上高敏 岩嵜隆司 髙波秀彦 藤田初美 

前川良文 前田麻由美 井上早織 田上堅一 杉本一徳

４．欠席委員  城出佳信

５．事務局   室長：吉岡昌行 農業振興係長：今村典義 主幹：井ノ上教昭

        主任：松村大介 室員：小笠原一豊 室員：森下亜季

議事

委員長  それではですね、お手元の事項書に連なって進めて参りたいと思います。（１）

（２）についてですね、資料１についてご説明をお願いしたいと思います。よろ

しくお願いします。

事務局  【資料１】について説明。

委員長  はい。どうもありがとうございました。まあ、アンケート調査の結果を踏まえて

ご協議いただきたいということで、どうでしょう？どなたでも結構ですが、今ご

説明頂いた事についてご意見、ご質問あればお答えいただきたく思います。どな

たでも結構です。

前田委員 よろしいですか？

委員長  はい。

前田委員 あの７ページの作物別の生産状況の中に滝之原で新しくできた加工事務所のこ

とが書かれてないんですけど、そういうのはどうなんですか？明記する必要は

ないんですか？錦生のきのこなんかでもスーパーとかＪＡとかひぞっこでも売

ってます。この前からも滝之原で加工所が出来て、それが稼働したって言う様な

事があったと思うんですけど。

事務局  そうですね。滝之原の取組なんかは、次の第３章以降の施策の部分で主に書いて

行こうかなと思ったんですけれども、今回も若干、現状と課題のとこでも少し触

れて行きたいなと思います。

前田委員 何か今までのことを書かないのはどうなのかと思います。

事務局  そうですよね。事業の取り組みがちょっと微妙な事期だったので。

前田委員 これが始まるのが３０年からの予定で、始まりましたと言う一言だけでも書い

たほうがいいと思います。もう既に動いてる事を書かないのはどうなのかなと
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思います。その錦生のきのことかは農地では作られてないですよね。確か、地域

の新しい特産物っていうようなことで小学校の跡地で作ってるんでしたよね。

事務局  はい、ここはちょっと３章以降でどんどん触れて行こうかなって言う風に思っ

てたんですけど、現状のとこでも触れていきたいと思います。

前田委員 これは現状の書く所ですよね。だけど途中で何をしてますか？って言う事でき

のこっていうのがあったのに。それはちょっと追加した方がいいと思います。

事務局  はい。また、表現や場所とかも検討させていただきます。

石田委員 ７，８ページとか、１１ページは食と農のネットワークづくりをめざすって言う

風な所で、この６次産業化辺りも視野に入れると言う様な形で。

前田委員 そうですね。何か名張市はまだ全然６次産業化っていうのが薄いと思います。他

のとこの地区で６次産業化っていうのがすごい結構言われてると思います。滝

之原の加工所は初めての６次産業化ですよね？

事務局  そうですね。滝之原の小学校の給食室で調味料関係を作っています。

前田委員 容器に入ったドレッシングか何かがあったと思うんですけど。

事務局  そうですね。この段階でそうしたら預からして頂きまして、書き加えさせていた

だきます。委員長さん、この（２）のこの食と農のネットワークづくりのなばり

農業のこの項目の所に今の部分を入れさせて頂いたら良いですかね。

委員長  そうですね。

事務局  はい。そこでその新しい滝之原における６次産業化を行わせて頂いた事業。それ

から錦生のまちづくりさんが主になってやって頂いてるきのこの里構想と、こ

のふたつの部分って言うのがネットワークと言う様な形での項目でひとつ、今

現在の現状の所に書かして頂きたいと言う事でよろしくお願いします。

委員長  その他にいかがですか？

髙波委員 はい。

委員長  はい。どうぞ。

髙波委員 この９ページの（１）多彩な担い手に魅力ある“なばり農業”ってやつなんです

けど、新規就農者が２７人もいるのに認定農業者が４１人っていうのはこれ新

規就農者の方は認定農業者受けてないって事ですか。どういう事ですか。

事務局  現実的な話でございますが新規就農を受けて担い手と言う位置づけには当然の

話、新規就農者も頂けるんですけど、認定農業者までこうステップアップって言

う方が非常に少ないという事でございます。またこれも課題の中で出てくるか

なという風に思いますけど、新規就農者、新しく農業始められた方がしっかりと

軌道に乗って一定の収入が得られるとこまでもっていけないのかという所だと

思いますが、今現在その新規就農者がそのまま認定農業者に直結してるってい

う事ではございません。

髙波委員 嫌がって認定農業者になってない。
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事務局  髙波委員さんはちょうど認定農業者でいらっしゃいますので、認定農業者のメ

リットって言われる様な部分ですね、この辺の所っていうのがどうかなという

風に、昔の様に色んな補助制度に乗っかれるであるとかっていう部分がすごく

少なくなって来てございます。そういった所からわざわざ認定農業者を取ろう

かという様な事をしないっていう場合もあり得てしまうのかなと思います。ま

た認定農業者でなければ、例えば人・農地プランにおける担い手の位置づけにな

らないかって言いますとそうではなくて、新規就農者は担い手の一員と充分に

位置づけされる訳でございますので、そういった中ではわざわざ認定農業者ま

でこうステップアップしていないっていう傾向もあるかも分かりません。

委員長  新規就農者で認定農業者にならないのは何人ぐらいですか？

事務局  １名なって頂いただけだったと思います。

委員長  なったのが１？

事務局  はい、なったのが１です。

髙波委員 だから新規就農者ってこのいつまでが新規か分からない。

石田委員 １０年間の累積ってさっきおっしゃってましたよね？

事務局  そうですね。この数字自体は毎年新たになった方の累積だけになっております

ので。

髙波委員 うん。だからこれ新規就農者ってこれ毎年そんねん２０人もいないんですよ

ね？

事務局  そうです。１０年間の毎年の人数を足していったら累積の人数です。

髙波委員 １０年分が新規になるんですか？

山﨑委員 １０年間で２７人の新規就農者がおりましたって言う事です。

髙波委員 ほんだらまた次の１０年なったら、その次の１０年間っていう事？

委員長  認定農業者になったのがそのうち一人です。

前川委員 もう新規就農者を辞めてる人も多いっていう事ですね。

事務局  特に２７年から２８年じゃ７人も減って頂いてます。更新がございますのでそ

のタイミングにおいて更新手続きをされない方が減ってきたりしてます。

石田委員 今、おっしゃったのが４ページの新規就農者数っていう表で、これが１０年間で

って言う事ですね。その下の認定数の１って言うのはなんですか。

事務局  これは認定新規就農者ですね。

石田委員 もう一段上に書いて頂いてる認定農業者になられた方って言うのとは違うとい

うことですよね。

事務局  これは違います。

委員長  この辺りはメリットがなくても新規就農してあげるわっていうことで認定農業

者もそのやり取りで大体了解してると、その辺りも理解しているということで

すね。ＰＲが足りなかったとか、そう言う事はないですか？
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事務局  そうですね。その認定農業者自体の募集もさせて頂きながらという行為はさせ

ては頂いてる所でございますが、やはりその国の補助制度等の活用をする部分

の中で、なかなか名張の農業では乗っかりきれないっていう様な所もございま

して、認定農業者も受けたいけどそれこそ近代化資金の貸し付けの利子補給だ

とかそう言った部分で受ける方はまさに必要になってくると言う事でございま

す。ですが、それを受けないと言う方にとっては認定農業者を受ける必要はない

という風に思われてしまってるという傾向はあるのかと思うんです。

委員長  そういう借りやすいのかみたいな事を知って借りたのにっていう様な事が起こ

るとやっぱりそれはちょっと、ＰＲ不足かなという事もあるので。それで新規就

農するという時は何か登録するんですか？

事務局  新規就農やりますという事は新規就農、青年就農給付金事業の申し込みをしま

す。

委員長  あ～、そういうのがあるんですね。そしたら当然その時点で設備はある訳ですね。

事務局  はい、当然させても頂いてますし、経営についての寄り添いもさせて頂いてござ

います。

委員長  そのお金自体が怪しげになってるということですね。

事務局  はい。

委員長  他にございますか？

井上委員 はい。遅れて申し訳ありません。農業に集中し過ぎてではあったんですけども、

こんな格好で来てしまってそのまま飛び出して来たんですけど、今、古民家民博

カフェを構築中でして今日も今大阪から経営者の方が十数名来ていてお茶出し

をしている、お相手している間にって言う感じだったんですけども、今、新規就

農者の話が出てまして私自身が新規就農者であるし、あと新規就農続くんです

けど、自分の実体験で感想述べさせて頂きますと新規就農者は担い手、認定農業

者よりメリットが大きいですし、スーパーＳ資金へ優遇されるのがあるので、大

体それを新規就農者の時にどーんと三千万とかお金を借りると１０年ぐらい返

さなきゃいけませんし、新規就農者５年で終わります。で終わった後、さらに攻

めて、あと三千万とか二千万とか借りるのは水耕栽培ぐらいじゃないかとも思

うんですけども、なかなかその三千万のその夢を持って新規就農した人がこの

データの報告でもある様に、それがちゃんと返せてるのかどうか、そもそも黒字

でもないのに銀行が政策金交付からお金を貸すかって言うと恐らく貸さない、

貸しにくいって言う所があるんじゃないかなと思います。で、あんまりまた生意

気な事言うと叩かれちゃうので控えめしたいんですけども、お陰様でその黒字

になっている所がありまして、どう言った事で叩かれるかと言うと農福連携を

やったりですね、古民家民泊カフェをやったりとか、一般に昔から農業やってら

っしゃる方は農業専門でやって、私の様に水耕をやって農福連携とか古民家民
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泊とかって言う事をやろうとしてると、純粋に生産出来てないかもしれないと。

ですけど就農して１年２年は本当に地獄の様な日々でお金を返せなくなってき

たりとか、どうして良いのかも分からない日と言うのが続いて、本当に色んな事

をこう模索しながら必死のパッチで、農業で生きる道って言うのが何とか３年

で見つけ出して、今も止まったら死にそうなので必死に走ってると言う感じな

んですけども、たまたま私も自分が女性である事を最大限に活かして何とかい

けましたけど、普通に生産をしてやってらっしゃる方って言うのは、恐らく、お

米３０キロＪＡさんで買い上げて頂きなんとか計算してってしてると思います。

実はお米をやるのが夢でいつかお米をやりたいと私も思ってます。イセキ農機

さんにも農機具を買いたいと言ってるんですけど、どうしてもそのあれだけの

機械を買うのがですね、計算すると相当な広いめの何兆億とかやらなあかんし、

その機械とかも大変やし、リスクも高いしっていうので、なかなか手が出ないっ

て言うのはあるなと思います。

委員長  それが本当だと新規就農者はほとんど皆さんそういうの借りてるんですか？借

りてる人は借りてるあるいは借りてない？

井上委員 いや、そのデータは私は分かんないですけど、いちごハウスとか例えば公設とか

そういったその施設とかもしくは農機具とかを買うんであれば、まず新規就農

者になる為に五ヶ年計画を立てなければいけませんし、その時に機械を一千万

の機械を買うとか、そのいちごをやるならハウスだったら三千万はかかると思

うんです。そういったものをやらないといけないので相当な金額は、逆に借りる

目的がなかったら新規就農者になりにくいと思うんです。まあ自責でやるんだ

ったら別ですけど、お金を借りたいと新規就農者になる場合っていうのがほと

んどかなって。

委員長  施設をするっていう人は少ないですよね？そういう場合には大体みなさん借り

れるんですよ。さっき言った、お金は借りたくても貸してくれない場合もあるの

で、あなたの技術が乏しいとか、貸し借り計画が三ヶ年とかね。他には貸してく

れないでしょう？

井上委員 それがですね、今、逆に新規就農者になりたい方が私の所に来られて、どうやっ

てそれだけのお金を借りたのかってよく聞きに来られるんです。大阪に行った

りとか大阪の農業事情とか色々知る事になったんですけど、まず私の場合だと

名張に来た時に政策金融公庫に行くと名張市さんはそれを知っているのかと言

われて、で名張市さんの方に行った時には銀行は貸すの？って言う事で、要はに

わとりが先かたまごが先かって言う話をこう、どうどうめぐりになる場合もあ

ったりするんですね。なので同時進行で器用に二枚舌を使って、はい。やってま

すよ。やってますよ。っていう風に言える人が素人さんでいるかどうかっていう

のと、私はたまたましゃべりが上手がだったので上手くその辺りは世を渡れた
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ので借りれたんですけれども、ちなみに大阪でサポートしに行く所はだめでし

た。パイプがあるんですけど、そのパイプがどこに流れてるのか分からない方だ

ったので政策金融公庫に行っただけではだめでした。で、大阪の八尾なんですけ

れども、八尾は農業には力入れてないから奈良に行けって言われて、それで井上

さんのいる名張に引っ越したらどうかっていう風に言われて大阪では無理だっ

たんですね。なのでその担当者にもよると思います。その熱心にお金を貸してく

れてって言う風な事をちゃんと面倒見てくれるかっていうのがあるかどうかだ

と思います。

委員長  担当者っていうのは市役所担当者さん？

井上委員 そうですね。市町の担当者なので基本的にはその市町。

委員長  まあ名張市の市の担当がアンテナ高く張ってる必要があるということですね。

井上委員 そうですね。

委員長  まあ県外はとりあえず市の課題として。この辺りは県も関与してるんですか。

井上委員 ただ実際に正直な所、どなたとは言いませんがその助成金だけ取って辞めるっ

て言う人も多々いらっしゃるので、ただ手厚くサポートしたからと言って担い

手が増えるとも限らないと思ってます。

髙波委員 まあその地域的な事って言うのは、他市へ行くと農協がもう全面的にバックア

ップして担い手を育てていって、その伊豆の国市やったらミニトマト作ってる

けども、そこでまあ２年間研修入れて、もうそのまま二千万、三千万金つぎ込ん

で、そのまま２年程で元取るっていう様な、そう言う制度もあるとこはいいです

けどね。現実にその、新規就農者でっていってもその実績みたいなのっていうの

がなかなか把握出来ひんので難しいですわ。

井上委員 あとやっぱり個人で三千万のお金を農業で借りるってめちゃくちゃ勇気いると

思います。その本当に返せるのかって言うのがあるんですけど、実際にやろうと

思ったらそんなんが例えば市役所の担当の方が肩を叩いて保障したるで！って

いう方がいれば多分もっと新規就農者層増えると思うんですけど、逆に受付の

市役所の方が大丈夫か？って言うたら余計新規就農者になる人減ると思います。

岩嵜委員 現実難しいと思います。

井上委員 それでそういう話とかを経験者に聞いて現実ながら農業では食っていけんって

言う話ばかり聞くと、何かお先真っ暗的な気がするので明るい話がでないと新

規就農者はものすごい怖いなあって思うんじゃないですかね。

委員長  井上さんみたいな方が、メッセンジャーみたいなってやっていけばいいんじゃ

ないですか。

井上委員 ただあまり言い過ぎると生意気って言われちゃうんかなって。あの間接的に狭

い町なので言われると耳に入ってくるんですけども、あんまり言い過ぎるとそ

う言う風に言われるのでちょっと大人しくしてようかなと思うんですけども。
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委員長  だから関係機関、そういうＪＡ、市役所はワンストップで今サービスの提供して

るという前向きな仕組みって言うのはあり得るだろうと思うんです。

井上委員 例えばもし私が身分関係なく新規就農者でも、その経営のアドバイスって言う

か、お商売と農業は違うと感じました。その今、新規就農者で日誌を書いてるん

ですけれども、あやふやなのでちょっと迷っている所があって、例えば経営の事

とかそう言ったものを日誌に書くとだめと言う事なんですよね。

事務局  だめじゃなくて日誌自体が農業やってるよって言う事を書いて頂くべき日誌と

言う様になってると言う事です。だめとかじゃなくて、新規就農ですから就農し

てるって言う事を書いて頂く書式になってると言う事です。

井上委員 そこがですね、実際に法人の経営で社員を雇って経営者になっていこうと思っ

たら、ずっと現場に経営者が出ていたら規模拡大出来ないし、逆に私がいなくて

も生産が回る様に人を育てていくと言うのが経営になってくるんですけど、そ

こがその農林水産省や色んなその機関が新規就農者として求めている日誌がど

の様なものなのかっていうのが、要は数字を追い求めて経営者としてちゃんと

数字がたたける農業生産者になりなさいっていうのか、それとも美味しいみか

ん、美味しいぶどうが作れる農業者になりなさいっていう事なのか、そこがその

もう少しバランスと言いますか、美味しいものを作っても売れなければ食って

いけないですし、その儲かっても何か農家さんじゃない様な事で儲かってて農

家と言えるのかっていう所が、もう少し明確になるには経営センスというのを

磨く必要があるんじゃないかなという風に思います。農家さんが従来の農業の

やり方だけでは食っていけない。食っていける地域もありますけど、それを作る

だけで儲かる地域、ここの地域の特徴に合った農産物を作る必要、何をやってい

くっていうのが本当にそれで食っていけるかどうかって言う事なんですよね。

それを作ったらちゃんと最低限のサラリーマンの生活が出来るという事を保障

して保障出来るのがあるのだったら私も水耕以外のそれやりたいと思うんです

けど、それが何なのかって言う、それさえ作れば何とか子ども食べさせていける

だけの農業出来るって言う、ブリックイーブンと言うか、そのボーダーラインの

そのものって言うのが名張市が掲示してもらえるものがあるのかどうかですよ

ね。

委員長  行政にそれは期待出来へんのですよ。そういう責任もない。むしろそれは仲間と

かの世界の中で見える様になってないといけないと思うんですよね。行政につ

いての事ではないと思います。って言いながら人づくりだとか何とかって掲げ

てるからそこに実績の数字がある訳だけど。

前川委員 よろしいです？４０年前にね、私新規就農で養鶏２千羽やったんですね。その時

の県の対応とか町の対応って言うのはすごくまだ柔軟な感じで農業って言うの

は良い時代だったんですね。その時はね、夢の話を聞いてくれる普及員さんがい
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て、こうしたら儲かるよとか、５００円ぐらいの卵で売ったらどう？とか、夢の

ある話を聞いてくれる。で、ある部分、県の担当者で違う所へ行くと、本当に大

丈夫か？やっていけるんかっていう風に、再確認してくれる。そんなに上手くバ

ランスとれた様な、やる気をこう膨らましてもっとしっかりやらなあかんなっ

ていう、そういうブレーキかけてくれたりっていうのがありました。今は石田さ

ん、そのあたりはどうですか？夢のある話はあんまりないですよね？出来るだ

けきっちりやれて長期でやれて収入源になるみたいな計画的っていうそんな時

代になってきたなと思うんです。だけど名張やったら名張である新規就農の方

に夢のある話をしてもらう、聞く、こういうのがありますとか、そう言う部門が

あってもいいんじゃないかなと思いますけどね。４０年ぐらい前、多分そう言う

時代がありましたもんね？

髙波委員 そうですね。だけど今になってきたら何か夢も何にもない。昔は自分のとこも農

家してたし、親父が酪農してたから、自分が卒業した時にそれこそ借りて牛舎建

ててやりました。まあもう親父がいたし、農協はお金を貸してくれましたから、

それで年に何百万も返してました。まあそれ返しましたけどね。

前川委員 私らでもほんまにサツキ作るんやって言うので、にわとり２千羽飼うて、それぐ

らいの収入ってありますやん？で、その鶏ふん利用してサツキ栽培しますみた

いな計画で７５万の育成資金を借りて、ほんで１８０万か２００万ぐらいの何

か資金を借りますと。そんな感じの時代です。それでもちゃんと返せましたもん

ね。実際辞めてしまいましたけどもやっぱり地道にやってくと返せました。

藤田委員 この前読ませて頂いたんですけどね。夢というか希望をっていうのがちょっと

もてない様な現状なんですよね。本当にすごい超高齢化でグラフで見ても本当

にすごい坂道を下ってる様な感じで、だから４０年前は夢が持てたとおっしゃ

るのはその頃はやはり団塊の世代が多かったんですが、そういう風な働く担い

手がすごくたくさんいてた時はやはり色んな産業も本当に栄えたんですけどね。

これからはやはり人がいないし、名張だけじゃなくて全国的にそういう風に働

く人がいないっていう時の事を考えて、こういう農業プランをやっていかない

と、工事の工費が増える、それから荒地が増えたら猪やら鹿やらまたそこで繁殖

する。最近は市街地まで鹿がおりて来てますね。本当に大変な時代だなあと思い

ます。だからこれから１０年後、ちょっと農業しようかなって言う人達にやはり

こんな希望が持てますよという様なそんなプランをちょっと盛り込んで頂いた

ら良いかなあと私は思います。で、消費者としてはやはり少々高くてもやはり美

味しいものを食べようと思います。だからその美味しいものを作るにはすごい

手間と暇とがかかるっていう事も認識してます。だからそういう風な事で少し

高いものでも売れるいう時代ですので、これからまた農業する方もそういう事

を踏まえて勉強が必要だと思います。経営の事も勉強しやなあかんし、それから
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作物を作るにしてもやはり気候とか色んな事まで勉強してると思いますが、そ

ういう風にしないとダメですしね。で、今この表見たら１０年後はまだ担い手が

２割って言うてましたね？でもそれからの２０年後見たら１割しかいてません

からね。そのままずるずると私らの口に入る農産物がなくなるんかなと思うと

ちょっと何か寂しい感じがするので、その点を踏まえて是非ともよろしくお願

いしたいなと思ってます。

委員長  個人で解決しなきゃならないのもあるし個人が解決するに至っても地域の雰囲

気ってこれ必要ですよね。いくら個人の労力があってもなかなか発揮しづらい

というのがあるのでそこの辺りのイメージは今度のプランで名張市さんで作っ

ていって頂くということで。具体的なこういう風にやっていきますっていう様

な事を出していかんと井上さんの後を継ぐ様な人達も出てくるんじゃないです

かね。

髙波委員 自分ら若い時は、美旗の方で田んぼ稲刈りした後また全部白菜植えてあほみた

いにたくさん作ってたけど、美旗でまあ農協がしようかって言ったらみんなで

こう白菜も作ってるっていうか、そういう時代なんです。ほんでみんなでスイカ

しようかって言ったらまたスイカばっかりしてたし、今度はメロンしようかっ

てまたメロンもして、大阪市場でもはけてましたし、産地としてやってきました

けど、それからだんだんやっぱりその山地の農地とか、どうしてもこの名張とし

て定着していく品目っていうのが難しいんです。

井上委員 なんで難しいんですか？

髙波委員 白菜なんかも良かってんけど年とってきたら重いんです。

前田委員 ある田原の真ん中の田の一番端っこから道まで出してこないといけないんです。

私は知らんけど、私が結婚するちょっと前まで主人もしてたんです。

髙波委員 うちも白菜ちょっとしてました。

井上委員 そうなんですか。

髙波委員 ほんで酪農してました。もう辞めたけど、あの当時はまだ先輩方も元気やったし、

それでもやっぱり専業農家が多かったです。それで飯食っていかなあかんって

いう意識があったけど、もう今専業農家で飯食っていかなあかんっていうよう

な人が村に１人か２人しかいない。昔はその半分って言ったらおかしいかも知

らんけど、いい加減にいた。だからみんなで集まって何か作って食べていこうか

っていう時代だった。それがもうだんだん息子らが勤めて行き出して、俺らの年

代もみんな勤めて行き出して、ほんでもう親がほそぼそと米を作ってるってい

う風になっていって、でもそれもだんだん弱ってって親もしないようになった

らもう米作ってても機械代が出ないからもうやめるって人も現実的にいます。

委員長  あの、若い人の新規就農者もあるんですけど、定年を控えている人が第２シニア

ライフとして１０年、１５年ぐらい働ける人とか、要はそういう人達にとっても
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何かこう就農したいなあと思わせる様な仕組みがまた必要だと思うんですけど

も。

杉本委員 はい。今年産業部長にならして頂いたんですけれども、もうすぐ定年って言う事

で私は今黒田で住んでまして、今日の話題と村の話題が同じなんですね。そんな

中で私はいつ定年やって言うのばっかり近所の人から聞かれて、ほんで村の人

の合言葉はもうあとどうなるか分からへんけど、後は杉本君がちゃんとしてく

れんねんって言うて、私は田植え機もコンバインもなくてやってもらってるん

ですけど、もう村の中で既成事実になってしまってるっていう様な状況です。こ

んな中で今お話頂いてる井上委員さんですとか髙波委員さんのお話聞きますと、

結局こんな成功例がありますよっていうのをそのままここへもってきても成功

するっていうのは限らない中で成功例があるよっていう事だけで、まあほんだ

らあとやりましょうかっていう事をやっていかなあかん。でも良く考えるとリ

スクありますよ、そしたらそのリスクは誰が負うんですか？っていう事になっ

た時にやっぱり個人の方へ返って来てしまうっていう問題があってそこの所を

誰も責任取れないという問題があるので、話が進んで行かないっていう様な所

があります。ですからやはりそんな中で僕みたい世代が定年しました、ほんだら

もう同級生のふたりでこうやりましょかっていう様な事が出来たらよろしいん

ですけど、ひとつ今問題になってるのが年金の受給がどんどん年齢上がってる

んですよね。そうしますと昔は６０になってからもう家で農業やりますって言

ってた人が言ってくれなくなってきたんですね。農業するより先に勤めなあか

んからって言って、ほんだら今度はそれが６５になってしまってて、そのほんだ

らやろかって言うた時に手を挙げてくれないというのがあります。だからそう

いう所も含めてこのプランの中でもう少し夢のある提案っていうのをさして頂

かないと、そんな事言ってもこの問題あるやんかってなってくると思いますの

で。まあ私も今勉強さして頂きながらですね、次回もう少し可能性のある様なこ

とをシナリオへ盛り込めたらっていう風に思います。ちょっとその辺また暗い

話なってしまいますけれども、６０歳直前代表の意見もここに入れさして頂け

るのでちょっと考えさして頂きます。

委員長  まあでも、６５歳から本格就農するには６０歳から結構準備して１日でも３日

間必要なんで。

杉本委員 そうですね。ほんで、手伝ってくれる人が、いやちょっと６０歳はまだ無理って

言うんですよ。６５歳まで待って下さいって言うんです。そこが辛いとこですね。

髙波委員 そんなん営農組合作ったらどうですか？

杉本部長 うん。その話も何人かで集まらないといけないのでそこの問題ですね。

髙波委員 営農組合っていうのを作って米作りをみんなでやって行くか、誰も守ってくれ

る人おらん様になったらどうしようもないから、定年になった人らで集まって
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みようかっていうのもいいと思います。

杉本部長 そこまでの手をかけて初めてそれに乗りますよって言ってくれるようになると

思います。

井上委員 でも最近私自身が求人ではまっているんですけどこれ良いなと思ったのは、今

集落に住んでいるんですけど６０歳代の大阪のそこそこ良い所に通勤していた

定年退職者の方を２名雇用して、パート社員さんと言う形で事務で来られたん

ですけど１人はパナソニックに勤めて、で両方とも大手の方なんですけど若い

社員よりもきらきら嬉しそうに働いてくれるんですね。時給８２０円なんです

けど、その方たちは年金もらえるまでの後５年を出来れば繋ぎたいからで何で

もしますという事ですごく助かってます。

委員長  そういう会社はいっぱいあると思います。

井上委員 はい。なので今すごくうちの会社ってバラエティーに富んでいて若い人は２０

代の方もいるんですけど、年配の方でマックス８０歳の方がいて、それぞれ子ど

もが出来たばっかりの人はすぐに休んじゃうんですけど、そういう方はパート

さんで３人ぐらいでシフトを組んで上手くこうパズルみたいにそれぞれの働き

方で、お子さんいらっしゃる方は朝早いのは絶対駄目で保育所預けてからって

言う事なんでそれぞれに役割があって良いんですけど、今うちの会社で力入れ

ているのは農業のＩＴ化です。東京から来て頂いて農業のＩＴ化に投資しよう

と思ってるんですけど、そうなってくるとちょっと年配の方はＩＴについてこ

れにくくて、若い方でないとそのシステムの事とかの説明は難しんですけど、今

後障害者の方を来年から積極的に雇用しようと思うとどうしても一番難しい所

をＩＴ化して行かないと多分難しいという事で、そういった事も含めて障害の

ある方でも年配の方でも農業が出来る色んなパターンっていうものを作ると希

望が出てくるし、私自身も今ものすごく農業が楽しくてすごく楽しい事をかな

りしてるのでいっぱいいっぱい楽しむ事はあると思います。

委員長  そういうのを広げて下さい。

井上委員 あの一緒に広げて下さい。一緒にお願いします。

委員長  でもね、そういう経験やってる人のやった後付いて行きやすいです。全く何もな

いのに自分でやるって言うのはなかなか難しいです。

井上委員 孤独なのでもっと農業委員会の皆さんとかもっとお友達になって欲しいんです

よ。友達がいないので。

髙波委員 そんな孤独じゃないやろ。

井上委員 いや、孤独ですよ。友達になりたいと言っても皆さんなってくれないんです。

前田委員 ちょっとまた全然別の話なんですけども、この枠の中で農協さんの位置付けっ

て言うのが何も書いてないので、特に地域農業に対する期待、２３ページで、ぶ

どう、伊賀牛、伊賀米なんですね。でも一番多く作付けしてるのはお米なんです
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よね。で、高波さんとうちと杣田さんとで農協さんの支援を受けて特別栽培米と

いう形で出荷させて頂いてるのが名張では売ってないんですよね。

髙波委員 売ってないな。津のスーパーマーケットでは売ってますけど。

前田委員 津のスーパーマーケットのみですよね。何か自分の地域で作ったやつをちゃん

と農協に出してるのに、自分の地域で売れてないっていうのはちょっと変だな

と思うのでそういう様な所の取り組みもして頂く様な文言を入れて農協さんと

もちょっと連携する様な事をして頂いた方がいいと思います。こういう事をし

てトマトとかぶどうとかでも農協を通じて出すとっていうのがあると思うので、

ちょっとそういう所はせっかく農協さんもこの委員会に入ってるんですからし

たらどうなんですかね？

田上委員 いや前田さんが特別なんですよ。

前田委員 でも、高波さんもそうですから。

田上委員 だからそれをみんな揃えるのが僕は農協の仕事だと自分では思ったんです。で

も無理でしょ？だってこの田植え終わってる時点でないんだから。だからそれ

はもう前田さんっていうブランドで、それと高波さんと３人のひとつひとつの

ブランドでする。それで別々にいく方が僕は良いんじゃないかなと思います。そ

の他大勢は捨てても良いんですよ。

山﨑委員 一緒にはならない。

前田委員 ブランドを作ってるのであればそのブランドをちゃんと地産地消という形でし

ないといけないと思います。

田上委員 でも前田さんがそれで気に入らんかったら自分でやったんやって思いますよ。

それぐらいに勢いがないと。

前田委員 気に入らないんじゃなくてやっぱりそれをすると、さっきじゃないですけど農

作業と経営とふたつ柱がありますよね。経営するっていう机上での作業、それと

田んぼ行っての作業。ほぼ主人が１人で全部してるので、伊賀南部農協さんにち

ゃんと出してます。それをちゃんと名張市に還元してますっていう様な大きさ

がやっぱり必要だと思います。

髙波委員 まあ名張の人やったら言うと思うわ。

岩嵜委員 流通の部分の関係もあって、うちの農協としてはやっぱり今のこのお３方のそ

のお米っていうのは人のブランドっていうことでちょっと意味合い的な売り方

をしてるっていうのがひとつあるので、だからまあこんな形になってるってい

う様な部分ではちょっとご理解頂きたい部分なんです。

髙波委員 だけど今度向こうとの話の時に、名張のスーパーに戻してもらうとかそう言う

話も必要だと思います。

岩嵜委員 あと知られてないのでは霧生のお米。まあこの辺では知られてないんですけど、

津の方面では霧生米っていうのがあるとかね。まあちょっとその辺の内部的な
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販売ルートの関係っていう様な部分もございまして。

委員長  ちょっとごめんなさい。前田さんと３人組が作ってるのはここで売るには量が

少ない？そう言う事ではない？この３人の作っているのが飛び出て秀でて、そ

れを買ってくれるお客さんはここにはいない？

岩嵜委員 あのまあ、ある意味全農との契約の中で特別栽培米っていう風な形の人、この人

が作ってるっていう様なそういったお米っていう様な感じでランク付けしてま

すので、その部分で全農との関係、販売ルートの関係という風な部分が一番大き

い部分やと思ってます。だからそれをうちの方でそういった話をして行けば良

いかも分かりませんけど、ちょっと厳しいかなと思います。

委員長  良く分かんないのが要するに全農三重から言うとなんでもブランドっていうこ

とですか？

髙波委員 まあその販売の米屋さんの方から農協さんが頼まれて、その中でうちと前田の

旦那さんと杣田さんの３人で作っていて、その特別栽培米っていうのはどこで

もあるんやけど、個人の顔が出てる特別栽培米っていうのはないんで、それでこ

れ３人で１年間まわせるような量がないとだめなんです。１人でやったら１番

いいんですけど１人でそんだけの量がないんで３人でしようかと言う話の中で、

それで個人の顔の写真が付いて、説明が付いた袋にして、ほんでそれを津近辺の

ちょっとまあ高級でもないけどスーパーで販売するのに作って欲しいと言うの

で作りかけたのがそういうのです。まあまた地元の方らの関係をもったその米

屋さんとの話の中で出来るとは思うんですけど。

前田委員 特別栽培米だけじゃなくって伊賀米っていう事自体が名張のスーパーで売って

るかな？って思います。

岩嵜委員 それは売ってます。

前田委員 売ってるけどもっとこうＰＲする様な、何か他の種類のお米の方がたくさんあ

る様な気がします。

委員長  １２ＪＡのうちでＪＡによっては長島市でカントリーから地域、地元の人に３

０キロの玄米を保障するってシステムがある。ここに精米して売ってるってい

うのはどこでもある訳だけど、消費者が地元で美味しいものとカントリーから

すぐ出た玄米で精米機でやるっていう様な仕組みという事でＪＡがやってるん

だけど、地元で売って行こうって言ったらやっぱりそのぐらいの仕組みが必要

だと思います。袋で買うって言うのは何か地元でいながらって感じがする。

事務局  よろしいでしょうか？ありがとうございます。今、ちょうど序章第１章分の項目

をやってる中で、もうほぼ第３章、４章辺りのお話を頂戴してる様に思わせて頂

いてございます。今のお話の中でもＪＡさんどうだというお話の中でＪＡさん

っていうのはこの今の現状の中ではお名前を書かせて頂いたりしてる項目って

いうのは実は今、作らして頂いてる部分ではございませんが、どうですかね？そ
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の中にＪＡさんの言葉入れる様な事、現状の中で特別栽培米がありますよとか、

そういった部分っていうのが入れる必要があるでしょうか？そこいかがでしょ

うか？伊賀米コシヒカリもそうですし、伊賀牛だってメロンだってそうだと思

うんですけど、その辺の特産品という様な項目の中では挙げさして頂いてござ

いますが、農協も関連したという様な形での現状報告をさせて頂いて、将来像が

それこそ暗いものばっかりで明るいのないじゃないかなみたいな話を今、藤田

委員さんの方からも頂戴した所でございます。次に、骨子を２章にあげさせて頂

きます。２章についてはちょっともう既に仰って頂いてたのかなっていう風に

思いますのと、前回お示しをさせて頂いた部分で農福連携の部分であるとかそ

ういった部分に弱いので骨子の中に放り込んで下さいと頂戴してました。その

辺も直させて頂いて今回提案をさせて頂いてる所でございます。そんなんも踏

まえながら、今ご意見ずっと頂戴したやつをまとめて次の第３章に繋げていき

たいという風に思わせて頂いてございます。そういった中でのご意見として今

回頂戴出来たらなっていう風に思うんですけど。

委員長  実質、この骨子の次のところに入ってるっていうニュアンスですね？それで、ま

あ先取りしてるという事で資料３というのをご説明頂かなくても、今議論され

たようなことを含めていただくということですね。

事務局  はい。全然大丈夫と思いますし、前回一旦提案をさせて頂いてご指摘頂いた部分

直させて頂いた資料として今回ご用意させて頂いてございますので、骨子に関

してはご理解頂いてるものという風に思わせて頂いております。

委員長  もちろん農協さんが主体的にぜひそういうことに関わりたいと言うのがあるの

であれば、それを書き込むことのほうが重要で実行計画みたいな話は？

事務局  ３章以降でという事ですね。次の項目で使って頂くということで。

岩嵜委員 ちょっと数字的な事で、その５ページと６ページの販売農家・自給的農家戸数の

表現でその８２４戸って文も数字も５ページでは出てるんですけど、６ページ

の８２５戸っていうのはこれはまた別のものという風な理解でよろしいんです

か？

事務局  はい。これは基本的には同じなんですけれども、５ページの方がこれ実は農林業

センサスの詳細を見てみますと、これは経営耕地がある販売農家がベースにな

っておりますので、名張市には経営耕地がない販売農家さん１戸いらっしゃい

ましてですね。そこの差が２４と２５でちょっと出ておると言う所でございま

して、若干その点は書かしても頂いておりますけれどもその差でございます。

前川委員 農業の担い手と言う事で、例えば地域の営農組合みたいなん名張でどれぐらい

あるんかとか、今地域の協議会の支援団体で地域で農業を支えていく様なそう

いう組織体があるということで、結構その機能も作ってくれてるというか支援

団体と法に囲ってやってるみたいにそういう担い手の体制っていうので、全面
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的に出していった方が良いと思います。

委員長  集落組織もあるし、地域協議会のようなものってことですよね。

前川委員 ま、担い手形態の育成ってことですね。その中には障害者の就農支援の農福連携

っていうのも関わってくるし、それに対して農地をどういう風にこう供給して

頂いてそこで活用っていうか、障害者が活躍出来る場、担い手としてどんな風な

対応で支えていくか。その辺の所も関わってくるので、是非そういう所も全面に

出してもらいたいです。

委員長  これからさ、農福連携というのは他の補助と比べるともう既におやりになって

いる方がいる。それは全面にあげてやって頂きたいです。他どうでしょうか？全

国的にアピール出来るものって控えめに感じるんですね。

井上委員 もしアピール出来るならば去年、伊勢志摩サミットで私の発表した【農業×福祉

×観光】と言うのが三重のロールモデルとして認められて、これからも三重県が

具現化出来る様にサポートするという優勝賞金５０万円と副賞頂いています。

そのやはり、ただ女性のリョケイ者と言う形で、逆に三重の名張の方はあまりい

らっしゃらないんですけど、全国からうちにマイクロバスで観光に来られたり、

呼ばれたりとかしてスピーチをしているので、上手く私を広告塔に使って欲し

いなって言うのはあります。その、私はではなくて、ある程度背伸びはしなきゃ

いけないかもしれないんですけど、若い方がすごくうちのホームページを見て

うちに就職したいっていう風に来られて一応お断りしてるんですけど、出来れ

ばもう少しそういった私という広告塔を皆さんとシェアして、とにかくここに

来て借金さえ背負わせれば何とか儲かるなっていう風に思うので、そこまでの

繋ぎの部分で上手く若い人達を外からご子息が継がない様な人がいらっしゃる

のであれば、私の様に人の土地までこう耕してやろうとしている人達はきっと

若い人もいらっしゃるので、それをもし盛り込んでもらえるならば水耕栽培、農

業×福祉×観光と水耕栽培っていうのを。

委員長  それ障害者を使った農業っていうのはどんどん広げれば良いかっていうとそう

いうもんじゃないと思います。それは広げたいのは広げたいけど、それを今度コ

ントロールする人が必要になって来る訳じゃないですか。で、それが障害者の中

で見つかればそれはなお良いんだけど、やっぱりそこには健常者が必要だと思

うんです。

井上委員 あの障害者と言うのは女性経営者とか女性とか、今すごく農業女子が注目をさ

れていて、観光に来られるのも女性経営者という形で来られるので。

委員長  女性経営者で来るんでしょ？だから、今の話題は農福連携で障害者を使った農

業で、ここをどうするかというのが今言ってる話で、また別個で農業女子のメッ

カとして、名張が注目されるのは別に悪い事じゃないです。今ちょっと大事なの

は農福連携の言わばメッカだとして名張っていうのを出す。で、今この話聞いて
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て感じたのは多分、井上さんが一生懸命やればやるほど全国的には名張の井上

ありっていうので注目されんでしょうけど、でもそれをやればやる程地域と連

携は難しくなって行くと思うんです。で、井上さん自体が買わなきゃいけないっ

ていう事じゃなくって、やっぱり地域全体が井上さんをきちんと位置付ける様

な仕組みが必要。地域も良くなるし井上さんも良くなる為にはそこの仕組みを

作っとかないと発展すればする程、名張の井上さんが出れば出る程、多分人が集

まる。経営は儲かる。だけどあれはうちの地域では農業とは別もんだとこう言う

位置付けになって行くだけの話で、それはあんまり良くない。

井上委員 それすごい痛い。だからもっと、さっきも仲間にっていいましたけど、ただの目

立ちたがり屋でなく本当に名張に感謝していて、空回りしていると言うか、その

自分だけがっていうのは本当にさらさらないので。

委員長  ごめんなさい。行政とかさ農協の広報誌に取り上げてもらったりしてるの？

事務局  井上さんは出て頂いても当然でございます。

井上委員 名張の井上じゃなくって、その名張がっていうかもっともっと名張が出したみ

たいな感じで。

委員長  それじゃあなたの農場の事を名張市の広報か何かで対外的に使うの多いに結構

なんですか？

井上委員 そうです。

委員長  ごめんなさい。予定時間近付いてきたので、今みたいな事でＪＡさんも、あるい

は後継するよとか、それからそういう集落対応とか個人でこういうネットワー

クでこんな事やってますよとか。あと、まあ率直で言って夢を感じられる様なプ

ランを出して欲しいということで。

事務局  はい。最初からありましたその６次産業化の話を（２）の現状と課題の中の食と

農のネットワークづくりを目指す名張の中にも挙げていったらどうだと言うお

話を頂戴しましたので、今のお話の中で言われてました、その営農組合組織です

よね。営農組合組織につきましては、今現在４組織という形での認識になってま

す。ちょうど参考資料で行きますと、この資料４の３ページに書かせて頂いてご

ざいまして、東田原営農組合、それから美旗中村営農組合、上小波田営農組合、

南古山営農組合と、今現在集落営農組織として書かせて頂いてございますのは

美旗北部のエリアですね。ここの４つだけという形になってはございますが、あ

と井手の方でもやって頂いたりとかっていうのが実はあるという様に聞いてた

りしますが、今現在組合としてきちんと確立しながら動いてるっていうのはこ

の４つという風に認識を取って頂いてる所でございます。こういった所も含め

ましてこのネットワークづくりの現状の中に入れさせといて頂きまして、次の

第２章に置きましてはこの骨子ですね、今回資料３で示させて頂きましたこの

中の一番最初の１番に関しましては集落営農組織、農業生産組織の育成という
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様な項目の中でですね、集落営農について書かせて頂く。それから井上さんおっ

しゃって頂きました女性農業者、定年就農者、帰って来てやるっていう方ですね、

そういったものの支援という項目も実は５番で作らせて頂いてございますので、

女性農業者だとかそういった部分についてもこの部分の中の将来像を出して頂

くという様な形になって来ますかね。６次産業化につきましては２－２－２の

魅力ある農産物づくりの２番、農業の６次産業化の推進という様な所で将来像

を書いていくという事になろうかと思いますし、もうひとつは農福連携の部分

でございます。これについてはしっかり力を入れて書いていきましょうという

事でご提案も頂戴してる所でございまして、農業・農村の新しい価値の創造を目

指すなばり農業という項目、３の農業と他分野の連携という様な中で農福連携

の推進、農業分野への障害者の新規雇用数を目標値と決めながらここで一定の

目標を書いて行こうという様な形で第３章以降を作り上げていったらどうかな

という風に思わせて頂いてる所でございますが、いかがでございましょうか？

委員長  要望なんですけど、最終的には要するに施策評価シートをつくるのが目的じゃ

ない？

事務局  はい。目的じゃないです。

委員長  もっと分かりやすいビジュアルなものをつくっていくのと、広報ですね。よろし

くお願いします。他に何かご意見ないでしょうか？今、お話いただいたように、

今議論していただいたことは以上でよろしいですか？じゃあ時間参りましたの

でこのくらいで終わらせて頂いてどうも熱心なご議論ありがとうございました。

次回以降の事についての説明を事務局お願いします。

事務局  失礼します。ありがとうございました。次回以降の前にまずですね、資料６とし

ましてですね、地区懇談会という事でチラシを１枚付けさせて頂いております。

で、これ第４章の地域別のプランの策定にあたりましてですね、各地域、９地域

回らせて頂きまして懇談会させて頂くという事で決めさせて頂いておりますの

で、委員さんに置かれましてもですね、関係の地域にご参加頂ければという様な

事でお願いをさせて頂いております。で、これに関しましてはですね、農協さん

の協力を得まして、６月の「はーとふる」で全農家さんに案内できるという状況

になってございます。その他ですね、認定農業者さん、新規就農者さん等々、こ

ちらで考えつく範囲では直接郵便も送らして頂く事によって周知していきたい

という風に考えております。それからもうひとつ、次回以降の委員会の開催でご

ざいますけれども、今日ちょっと追加でつけさせて頂いたスケジュール表があ

るんですけれども、これによるとちょっと下段になりますけれども、次回が９月

下旬。それからですね、ちょっと今後タイトになってくるんですけれども、第４

回目を１０月中旬。それから第５回目をですね、１月の上旬という事で開催をさ

せて頂かないとですね、申し訳ございませんが、今後の予定が難しくなって来ま

17



す。つきましてはですね、次回の開催については石田先生とも事前にちょっと相

談させて頂いた中で、大変申し訳ないのですが、またちょっと今度は稲刈りの時

期になってくるんですけれども、２０日の３時半からという事でまたちょっと

開催させて頂けたらありがたいんですけれども、どうでしょうか。もうひとつで

すね、次の１０月の開催がすぐその後来ますので、これも出来たらもう日決めさ

せて頂きたくて、こちらが１０月１８日の３時半からっていう事で決めさせて

頂きたい。それから更に１月の予定ももう一応言わしといて頂きますと、１月１

０日の水曜日という事で、ちょっと失礼はご承知の上でご提案させて頂くんで

すけれどもいかがでしょうかね？

委員長  まあ今、ご提案で公務という様なところでございます。何かあった場合には早め

にご相談ということにさせて頂きたいと。ま、原則こういうスケジュールでやり

たいと思います。ありがとうございました。一応これで終わらせて頂きます。で

は、事務局お願いします。

事務局  どうもありがとうございました。色々ご意見を頂戴しまして、これまとめながら

次の９月２０日予定でございますが、これまでにですね、次の章をまとめさせて

頂きまして、今聞かせて頂いた様な内容の計画ですね、今度はいよいよプランと

いう事ですから現状を踏まえた計画案という事になって参ります。これを作成

させて頂いて、また事前に皆様方にお配りをさせて頂きまして、そのたたきだい

をもとに追加、もしくは修正という様な形でお願い出来たらなあという風に思

わせて頂いてございますのでよろしくお願いしたいと思います。本日はお忙し

い中、また色々出していただいてと言うかですね、集まって頂きましてありがと

うございました。これで第２回委員会の方、終了させて頂きたいと思います。ど

うもありがとうございました。

０２：０７：４７
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